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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトでは、関係価値をキーワードに対人的（ミクロ・レベル）・国際的
（マクロ・レベル）和解について実証的に検討した。対人的和解に関しては、コストのかかる謝罪が、シグナル
として謝罪者が被害者との関係の価値を重視している程度を伝達し、それにより被害者の赦しを促すことが示さ
れた。また、先行研究にもとづき関係固有の信頼感が関係価値を調整する効果を検討する実験を行ったが、実験
課題の改善が必要であることが示唆された。国家間の和解に関しては、取り下げ不可能な譲歩が和解意図シグナ
ル（相手国との関係を重視していることを示すシグナル）として有効であることが示された。

研究成果の概要（英文）：This project investigated interpersonal (micro-level) and interstate 
(macro-level) reconciliation using relationship value as a key concept. As for interpersonal 
reconciliation, empirical studies showed that costly apologies convey apologizers' valuation of the 
relationship with the victims, and the communicated relationship value, in turn, fosters 
forgiveness. We also conducted an experiment that examined the effect of interpersonal trust on 
perceived relationship value. However, the results suggested that improvements in tasks are 
required. As for interstate reconciliation, a series of vignette studies revealed that irrevocable 
concession-making serves as a credible conciliatory signal (i.e., signal of the sender's valuation 
of the relationship with the receiver).

研究分野：社会心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
対人的謝罪と政治的謝罪に関する従来の研究は、前者は赦しを促すにもかかわらず後者は必ずしも赦しを促さな
いとして、２種類の謝罪が必ずしも同等のものとは扱えないとされてきた。本研究の学術的意義は、これら２種
類の謝罪が、関係価値という共通の要因により促進されること、つまり理論的に同等のものと扱うことが可能で
あると示した点にある。またいずれの研究も対人的和解、国際的和解の重要な要因として関係価値があることを
示しており、現実の和解を促進する手掛かりを提供すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 和解とは悪化した関係が良好な関係に戻るという本来的に動的なプロセスである。ところが、
従来の和解研究では、予測変数（関係価値）と結果変数（和解の成否）を一時点で調べており、
和解が静的なものとして扱われていた。また、対人的和解（心理学）と国家間の和解（政治学）
は別々に検討されてきており、和解に含まれる共通・非共通の心理メカニズムが統合的な枠組み
の下で検討できていなかった。そこで、本研究では、関係価値更新の学習モデルを構築し、それ
にもとづき対人的和解と国家間の和解を統合的に理解することを目指した。 
２．研究の目的 
 社会的交換パートナーへの選好を強化学習モデルの観点から扱った Hackel et al.（2015）の研
究を参考に、自分自身を信頼してくれる相手との関係を重視するようになるという仮説を検討
した。Hackel et al.（2015）では、独裁者ゲームの受け手役の参加者に、複数の分配者候補から分
配者を選択させるという課題を行っている。具体的には、4人の潜在的分配者のうち 2人が提示
され、2人のうちどちらに分配をしてもらうかを選択する課題であった。これは、2腕バンディ
ット課題と同様の構造をもっているため、強化学習モデルにより分析可能であった。Hackel et al.
（2015）では、4人の分配者は分配可能な資源の大小、そのうちどれくらいを参加者に分配して
くれるか（寛容さ）で異なっていた。例えば、資源が小さいが寛容なパートナーを選んでも参加
者の報酬はさほど増えなかった。このような状況で、資源の大きさを通常の強化学習の報酬とし
て、寛容さを重みづけるパラメータを追加して分析した結果、人々のパートナー選択には寛容さ
がかなりの程度考慮されていることが示された。 
 上記の Hackel et al.（2015）の知見は興味深くはあるが、必ずしも関係価値を扱ったものでは
ない。関係価値とは、特定の人物にとってのパートナーの価値であり、そのパートナーは別の人
にとってはあまり価値のないパートナーかもしれない。しかし、寛容で資源の大きなパートナー
は、誰にとっても望ましいパートナーであり、その意味でこれは関係固有の価値とは異なる概念
を扱った研究であった。 
 そこで、本研究では、自分のことをどれくらい信頼してくるかを操作し、資源の大きさと自分
を信頼してくれる程度をどのように重みづけるかを検討する実験を行うことした。具体的には、
方法で述べるように信頼ゲームで相手が手持ちの資源のどれくらいを委託してくれるかを操作
することにした。 
３．研究の方法 
 分析に用いる有効回答は日本人 55名（男性 23人，女性 22人，平均年齢±SD = 30.2±4.3歳）
であった。 
 実験では右図に示すような 4 人のパートナーのうち
2人が毎回提示され、そのうちどちらと信頼ゲームをプ
レイするかを選んでもらう課題であった。パートナーA
は、資源は多いが（Aの右横の円グラフの大きさにより
資源量が示されている）、半分以下しか預けてくれない
（自分を信頼してくれない）パートナーであった。信頼
程度は円グラフの赤い領域で示されている。同様にパ
ートナーB は資源量は小さいが参加者を信頼してくれ
る相手、パートナーCは資源量は中程度であるが、参加
者を信頼してくる相手、パートナーD は資源量は中程
度で参加者を信頼してくれない相手であった。 
 各パートナーの横に描かれた抽象画は、Hackel et al.（2015）にならい、参加者を記憶しやすく
する一方で、かわいいやきれいといった違う観点で差がつきにくい抽象的な画像を選んで用い
た。図の下部に示されているように、参加者には毎回 4人のうち 2人（2×2 のマス目の 2つ）
からどちらかを選んでもらう課題であった。 
４．研究成果 
 本実験の結果、右図（左パネル）に
示すように、パートナーAから Dの選
択確率を分析すると、報酬が選択にも
っとも重要であることがわかった。報
酬が最大になるパートナーA の選択
頻度がもっとも高く、次いでパートナ
ーC、その後、パートナーD、パートナ
ーBという順であった。 
 一方、実験後の自己報告による各パートナーへの選好（図の右パネル）ではやや結果は異なっ
ていた。統計的に有意ではないが、パートナーC の方がパートナーA より好まれていた。また、
パートナーB への選好は、パートナーA 及びパートナーD への選好と統計的に違っていなかっ
た。パートナーB は参加者から見ると自分を信頼してくれるが報酬総額は小さい相手であった。



参加者がパートナーBを選択する頻度は低いレベルにとどまっていたが、パートナーC以外の 2
人（パートナーAとパートナーD）とは同程度に好ましいと考えていたことがわかる。このこと
から、パートナー選択自体は報酬の大きさに応じて行っていたが、主観的選好には報酬量だけで
なく信頼の程度も関係していたことが示唆される。 
 次に参加者の選択行動からパート
ナーが自分を信頼してくれる程度を
重視する程度を示すパラメータ wを
推定し、それが自己報告の各パート
ナーへの選好とどのように相関する
かを調べた。右図の左でオレンジの
四角で囲った部分がこの結果であ
る。この結果、信頼を重視するパラメ
ータ w が高い者ほど、パートナーC
を選好する傾向があったことが示さ
れた。 
 また、グラフのそれより右では P(B|AB)のような表現で、｜の後のペア（この例では A と B）
が提示された場合に｜の前の相手（この例では B）を選択した割合と、各パートナーへの選好の
相関を示している。その結果、B, C, Dが Aと組み合わせられたときに、B, C, Dを選択しがちで
あった参加者は B, C, Dを特に選好していたわけではなく、Aを好んでいなかったことがわかっ
た。つまり、少なくとも本実験ではパートナーが自分を信頼してくれることで相手への選好が大
きく変化したわけではなかったが、自分を信頼してくれないことは相手の評価を下げたと考え
られる。ただし、A と同じく参加者への信頼の程度が低かった D についても同じ傾向が見られ
るので、せっかく多くの資源をもっているのに信頼してくれない A への不満が大きくなる実験
設定であったかもしれない。 
 また、w の推定値は自分を信頼してくれる C への選好と関連していたが、同じく参加者を信
頼してくれていた Bへの選好とは関連していなかった。これは、必ずしも wが信頼してくれる
相手を重視している程度を反映していないことを示唆するものである。この実験では、各パート
ナーのもつ資源量をあまり大きく変化させすぎたため、信頼の効果よりも資源の大きさの効果
が強く出てしまったかもしれない。これは、本研究の限界であり、今後、この点を改善した実験
を実施するべきである。 
 
 本研究では、対人的関係価値の計算論モデリングが必ずしも成功したとは言えなかったが、サ
イドプロジェクトとして進めてきた研究については、すでに学術誌に掲載されているものもあ
る。 
・コストのかかる謝罪により、謝罪者の関係修復への真剣な態度（誠意）が伝わるだけではなく、
相手が自分との関係価値を高く見積もってくれていることも伝わる（Ohtsubo & Higuchi, 2022）。 
・コストのかかる謝罪を受けると、加害者の関係価値を高く見積もるようになり、その効果が媒
介して赦しが促されることを実験によって示した国際共同研究（Billingsley, Forster, Russell, Smith, 
Burnette, Ohtsubo, Lieberman, & McCullough, 2023）。 
・国際的紛争場面において、撤回不可能な形で示された譲歩（コストのかかる和解シグナル）に
よって和解への真剣な態度が伝わる（Ohtsubo, Himichi, Inamasu, Kohama, Mifune, & Tago, in press）。 
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